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本通知書は、再発行できませんので大切に保管して下さい。
(新規登録、輸出の届出等の繁に必要になります。 )・
本通知書の自動車を譲渡するときは、本通知書を譲受人に譲渡して■,い。
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1鳳
T)4θ2-/2-δ /0/2第 2号株式

着器輌離場議会社殿
大 阪 工 場

改造 自動 車 等審査 結果

指示事項:当該通知書は製造番号″″ι瞼―″ヂ■0,S
保安基準緩和は設計値をこえぬこと。

保安基準緩和を受けること。

職権打刻を受けること。

号

日２０３
μ
・

第
電４成平

試 准

―
概四国運輸局整備部華

通知書  .._:

/台 に限る。

書明説要
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ィユ腐И
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主 要 諸 元 比 較 表 (改造、(試作)組立 )

注 1 主要諸元比較表右月 ( )内 の改造、試作 .組立は該当するものを 0で 囲 0こ と。

I・謝織i鮮獣耽1饉∬ぷ篇l

届出者 の

氏 名又は名称 鰤 製島朱え劉ユ 大阪工場 種別用途 普通 貨物
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基  準 項    目 標 準 車

一

基   準

車 両 重 量 聴 ′イ Rヽ( 車 名 東 色

乗 車 定 員 人 型 式 い′の2′ ,

最大積載量 聴 ど″aα 形 状 コミトレー】

車両総重量 セ
く′ヽ κヽ ,

≦20t
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原動 機の型式

総 排 気 量 ′

長  さ   m ″00κ ≦12 燃 料 の 種 類

測
シ′フ /7

幅     m 00″ ≦ 2.5 軸    距 m

高  さ   m ′κρn ≦ 3.8 最小回転半径 m ≦12
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制動能う踏 カー Lg“ lm/h"m
空気圧  ワ セ/ご

車 わ く強 度 σ,″≡」ぢW/鷹 贅 ■́17.>1.6
車 軸 強 度 ″=η

"/prr″
= 2∂  ″

嘗 1回 転 数 Nc/N=   /   = 操 縦 装 置

撮l強   度 σB/τ=   /   = 懸 架 装 置 =″′0ィん
`.2ξ
= ′。θ ″

制 動 装 置 ″=`501/′ 276‐ 3.5″
連 絡 装 置 東コに¬L2555コ ドレーラとn‐

目 的
当該早両は重 准 の安全輪二 を計 ろ澪に新 た

に製作 Lた ものである

車 体

軸 距
重量配分の工正化を計るために第5輪から
鰯 0  +  ′2θθ  = 裂賢賢死L″ピした

輪 距
269θ″″とした。

原 動  機

動力伝達装置

走 行 装 置
主レール後部下面にトラニオンプラケットを取付けそれにトウニオン軸を通し

その軸を中心にして上下に揺動するウオキングビームを取付け、その両端に取

付けられた車軸にテーパーローラベアリングをはめ合せて車輪のホイルを支える。

操 縦 装 置

制 動 装 置 彙蠅稔鱗鷺鰐   愛:
懸 架 装 置 轟漁 錘1靖晶誹事z鰤町ム
連 結 装 置

東急 ‐ 2555 型セミトレーラ (65自車第 7/J号新型自動車

7貿13ビ計′δ21晏暑
`で

複作してある

車  わ  く
全体の構造は悌子型で、主ンールとアウトリガー及びクロスメンパー

とは電気溶接で組まれており、 前部の下面にキングピン、 後部に
車軸取付の装置を付けている。
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(A列 3番 )

(社 FII法人 日本自動車車体工業会)
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